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投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

報文フォーマット変更のお知らせ
平成 24 年 9 月号より、報文の紙面を下記の様に一部変更させていただきました。

1. 和文、英文とも、Corresponding Author を明示するようにしました。
2. 和文の著者名表示方法を英文に合わせ、所属は 1 ページ目左下に記すようにしました。
なお、学会 HP 掲載のファイルは既に新フォーマットに準拠しています。新規の御投稿にはなるべくこれを利

用し、投稿カードと共にメール（hobun-submit@fiber.or.jp）に添付してご投稿ください。また、旧フォーマット
で受理された原稿の場合、投稿カードの連絡先に記された方を Corresponding Author とさせていただきます。
変更を希望される場合は、proof check の際に変更してください。
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平成26年度繊維学会主要行事予定

（平成 25 年 12 月 31 日現在の寄付金）

創立 70 周年記念事業趣旨
繊維関連の科学技術は、宇宙航空産業から自動車などの移動体、情報通信、医療・介護、防災・環境、エネルギー
技術に至る極めて広い範囲に展開し、新たな産業分野を形成しながら持続的な成長を続けており、多分野が一層
密に連携した迅速な取り組みを必要としています。
このような認識のもと、繊維学会では、創立 70 周年を期に、これまでの学会活動を一層発展させるべく、

（1）わが国の産学官の総力を結集した総合的な繊維関連産業・文化政策への貢献
（2）海外との連携強化と積極的な情報発信・研究ネットワークの構築、これらを活用した人材育成の強化
（3）斬新な繊維関連科学技術の提案と挑戦、先端領域の創発
（4）領域横断型の先導的な繊維産業分野の展開に資する取り組みを推進します。
わが国の繊維産業の新たな活力のための起点となることを念願して、創立 70 周年記念事業を開催します。

繊維学会創立 70 周年記念事業の日程と内容

本年度総会にて、正会員の年会費を平成 26 年 4 月 1 日から改定することが決議されました。
平成 26 年 4 月からの年会費（学会誌の配本を含みます）：

個人会員 正 会 員 9,600 円 （消費税は非課税扱い）

第二次の寄付金募集を行いますので、ご協力の程よろしくお願い致します。

創立70周年記念事業募金状況の中間報告

（目標金額 1 5 , 0 0 0 , 0 0 0 円）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
平成26年度年次大会 平成26年 6 月11日㈬～13日㈮ タワーホール船堀（東京）
創立 70 周年記念事業

（式典・国際シンポジウム） 平成26年 9 月28日㈰～10月 1 日㈬ ビッグサイト東京ファッションタウン
TFT ホール（東京・有明）

寄 付 数 口 数 金 額
個 人 1 9 6 名 9 9 5 口 4 , 9 7 3 , 0 0 0 円
企 業 ・ 団 体 3 8 団体 1 1 1 口 5 , 5 6 0 , 0 0 0 円

2 3 4 件 1 0 , 5 3 3 , 0 0 0 円

日 程 式典・記念講演 新繊維技術展示会（無 料）
ISF2014国際シンポジウム（有 料）
ファッションショー（無 料）
新繊維素材シンポジウム（無 料）

アトラクション

9/28（日）
70周年記念式典
記念講演 3 件

（ホール 500）

17 時から内覧会
共催：日本化学繊維協会

（ホール 300&ホワイエ）

18 時 30 分から
祝賀会：有明ワシントンホテル、
ウエルカムパーティー

9/29（月）
技術展示会（ホール 300&ホワイエ）
技術交流、B-to-B 交流、
技術説明会

ISF2014 国際シンポジウム
基調講演 4 件

（ホール 1000）

9/30（火）
技術展示会（ホール 300&ホ
ワイエ）
技術交流、B-to-B 交流、
技術説明会

ISF2014 国際シンポジウム
基調講演 2 件（ホール 1000）

18 時 30 分から
バンケット：有明 TOC

16 時よりファッションショー
共催：文化学園大学（ホール 1000）

10/1（水）
技術展示会

（ホール 300&ホワイエ）
15 時まで開催

新繊維素材シンポジウム
基調講演 2 件
主催：日本化学繊維協会

（ホール 1000、同時通訳付き）

15 時から
B-to-B 懇談会（名刺交換会）

A2



繊維学会創立70周年記念事業
International Symposium on Fiber Science and Technology 2014（ISF2014）

繊維の科学と技術に関する国際シンポジウム2014

開催案内と発表募集

一般社団法人繊維学会では、その創立 70 周年記念事業の一環として、国際会議を開催します。本会議は、繊維の科学
と技術に関わる研究者・専門家を世界中から幅広く集めて開催されます。繊維の科学と技術に関する研究は急速に発展し
ております。繊維やテキスタイルの基礎研究のみならず、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー、インフォメーション
テクノロジーを始めとする境界領域の研究も繊維科学・技術分野と深い関わりを持っています。この ISF2014 を開催す
る目的は、当該分野に係る世界中の人々が集い、最新の研究成果を発表し、情報の交換を行う場を提供することにありま
す。

日本のなかで繊維産業の規模は縮小傾向にあるとはいえ、当該分野の日本の高い技術力、研究開発能力は世界が認める
ところであり、本国際会議が世界から大きな注目を集めることに疑問の余地はありません。現在の日本の立ち位置を確認
し、将来のさらなる発展に向けた方向性を見出すためにも、また、世界に向けて日本の実力を発信するためにも、ISF2014
の開催は極めて意義深いものと考えられます。

開催地として東京都有明にあるビッグサイト東京ファッションタウンホールを選びました。日本の中心東京で発展を続
ける臨海都市での開催も、特に海外からの参加者にとって魅力あるものに違いありません。皆様の積極的な発表申込をお
願い致します。

主 催：繊維学会
共 催：日本化学繊維協会
協 賛：日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会
日 時：平成 26 年 9 月 28 日㈰～10 月 1 日㈬
場 所：ビッグサイト東京ファッションタウン（TFT）ホール

〒135－8071 東京都江東区有明 3－6－11
内 容：基調講演、招待講演、口頭発表およびポスター発表

一般セッション
G1 Fibers and Polymer Materials
G2 Fiber and Textile Processing
G3 Dyeing, Finishing, Coating and Laminating
G4 Textile Science and Engineering
G5 Fashion and Clothing Science

特別セッション
S1 Advanced Fiber Symposium
S2 Symposium on Dyeing and Finishing of Textiles
S3 Flow & Deformation Induced Polymer Crystallization
S4 Smart Textiles / Nanofibers
S5 Bio-Based and Biomedical Materials
S6 Composites and Industrial Textiles

※詳細については公式ホームページ http : //www.procomu.jp/isf2014 をご覧ください。

重要な締切日：
平成 26 年 2 月 14 日 発表申込・Abstract 提出締切
平成 26 年 4 月 14 日 発表申込受理通知発送
平成 26 年 7 月 14 日 事前参加登録締切

Extended Abstract 提出締切

使用言語：英語
発表申込およびAbstract 提出：下記公式ホームページ上から発表申込・提出することができます。

http : //www.procomu.jp/isf2014
発表申込方法など詳細情報は、ホームページ上に掲載されております。

問合せ先：ご不明の点は、ISF2014 事務局へお問い合わせください。
ISF2014 事務局
E-mail : isf2014@fiber.or.jp
担当：松本 英俊（ISF2014 Secretary General、東京工業大学）

山本 恵美（繊維学会事務局）
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会内
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京都工芸繊維大学 繊維科学センター
平成25年度ネオファイバーテクノロジー

研究報告会

京都工芸繊維大学繊維科学センターでは、下記の要領で表記の報告会を開催いたします。

本報告会では、繊維科学センターの 1 年間の研究成果および活動内容を報告いたします。

多数の皆様のご参加をお待ちいたしております。なお、ポスターセッションも行います。

発表をご希望の方は、下記連絡先までお申し込みをお願いいたします。

日 時：平成 26 年 3 月 19 日㈬ 10 : 00～17 : 10

場 所：京都工芸繊維大学 西部構内 総合研究棟 4 階 多目的室

プログラム

10 :00～10:10 開会の挨拶 繊維科学センター長 山根 秀樹

10:10～10:35 遺伝子組換えカイコによる後部絹糸腺でのサイトカイン固定化多角体の産生

インテリジェント繊維開発室長 森 肇

10:35～11:00 安定な有機塩を経由するビスオキサジンとジカルボン酸類の重付加

－－ 新規な概念に基づく逐次重合反応の紹介

インテリジェント繊維開発室バイオミメティックファイバー分野 宮本 真敏

11:00～11:25 バイオベースファイバー・フィルムの成形と構造解析

インテリジェント繊維開発室バイオナノファイバー分野 山根 秀樹

11:25～11:50 3D プリンター用に向けた樹脂材料の開発

インテリジェント繊維開発室バイオベースポリマー・ファイバープロジェクト 増谷 一成

11:50～13:00 昼 食

13:00～13:25 天然繊維の染色機構に関する考察

繊維機能プロセス開発室長 浦川 宏

13:25～13:50 染毛料カテキノンの合成最適条件と染料生成機構

繊維機能プロセス開発室繊維プロセッシング分野 安永 秀計

13:50～14:15 アリルアミンオリゴマーを主査とする Flip-Flop 型含フッ素表面改質剤、Part III ;

第三の官能基の導入の検討 繊維機能プロセス開発室繊維プロセッシング分野 老田 達生

14:15～14:35 休 憩

14:35～15:00 画像フーリエ変換を利用したナノ相分離構造のグレインサイズの解析法の確立

繊維機能プロセス開発室繊維構造デザイン分野 櫻井 伸一

15:00～15:25 成膜過程におけるポリ（3－ヒドロキシブチレート）の結晶化挙動

繊維機能プロセス開発室繊維構造デザイン分野 佐々木 園

15:25～15:50 羊毛織物の審美性を際立たせる風合い・デザイン

繊維デザイン戦略室感性・快適性制御分野 鋤柄佐千子

15:50～16:15 Surface Structure and Torsion Property of Cotton-Rayon Blended Vortex Yarns

繊維デザイン戦略室感性・快適性制御分野 康 健

16:15～17:00 ポスター発表

17:00～17:10 閉会の挨拶 繊維機能プロセス開発室長 浦川 宏

参加費：無料

参加のお申し込み：特に必要ありません。当日自由に会場までお越しください。

連絡先：京都工芸繊維大学繊維科学センター

（TEL : 075－724－7701 FAX : 075－724－7705 E-mail : fiber@kit.ac.jp）
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「熱ヒーターの繊維製品への応用に関する講演会」

主 催：富山県工業技術センター
共 催：繊維学会北陸支部・日本繊維製品消費科学会北陸支部・日本繊維機械学会北陸支部・富山県繊維技術研究協議会

富山県繊維協会
日 時：平成 26 年 3 月 14 日㈮ 14 : 00～16 : 00
場 所：富山国際学園サテライト・オフィス（富山駅前 CIC ビル 3F）

（〒930－0002 富山市新富町 1 の 2 の 3 TEL : 076－444－0001）
内 容：14:00～14:30 「面状発熱体の現状と応用について」

㈱マイテック 営業部長 酒井 明
技術部課長 高田 潔

14:30～15:30 「衣服における伝熱工学と健康－衣服と東洋医学とのコラボレーションの可能性－」
東北大学 流体科学研究所 教授 圓山重直

15:40～16:00 「自由討議」
定 員：50 名程度
参加費：無 料
申込方法：申込用紙に氏名・所属、会社名、連絡先をご記入の上、平成 26 年 3 月 7 日㈮までに FAX、郵便または E-mail

にてお申込みください。
申込先：〒939－1503 富山県南砺市岩武新 35－1

富山県工業技術センター 生活工学研究所 担当：野尻、和田、中橋
TEL : 0763－22－2141 FAX : 0763－22－4604 E-mail : nojiri@itc.pref.toyama.jp

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

講演会「紡績工学の現在と未来に向けて」

信州大学繊維学部 松本陽一教授をお招きして、「紡績工学の現在と未来に向けて」をテーマに下記のように開催いた
します．紡績工学を研究する国内の技術者や研究者の減少傾向がみられる中、紡績工学の第一人者であります松本陽一教
授より紡績工学の現状と将来への展望につきまして、わかりやすくご講演いただきます．多数の方々の受講をお待ちして
おります．
主 催：繊維学会関東支部
共 催：繊維学会感覚と計測研究委員会、繊維機械学会信越支部、感性工学会感覚工学部会
協 賛：信州大学繊維学部先進ファイバー試作開発センター
日 時：平成 26 年 3 月 7 日㈮14 : 00～16 : 00
場 所：東工大キャンパス・イノベーションセンター 多目的室 3

（JR 田町駅下車、芝浦側徒歩 1 分）東京都港区芝浦 3－3－6

プログラム：
14:00～16:00 「紡績工学の現在と未来に向けて」 信州大学繊維学部 松本陽一

定 員：40 名
参加費：無料
申込方法：下記宛に、氏名、所属、住所、E-mail を明記の上、下記まで E-mail にてお申し込みください。
申込先：〒386－8567 上田市常田 3－15－1

信州大学繊維学部 堀場洋輔
TEL : 0268－21－5590 E-mail : horiba@shinshu-u.ac.jp
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第51回化学関連支部合同九州大会研究発表募集

共 催：繊維学会西部支部ほか 7 化学関連支部
日 時：平成 26 年 6 月 28 日㈯ 9 : 00～17 : 00
場 所：北九州国際会議場（北九州市小倉北区浅野 3－9－30）［交通］JR 小倉駅より徒歩 5 分
発表申込期間：3 月 10 日㈪－3 月 28 日㈮
予稿原稿締切：5 月 9 日㈮
発表形式：特別講演（1 件）、依頼講演（8 件、各支部担当）

一般講演はポスター発表のみ（外国人研究者交流ポスター発表を含む）
発表申込方法：web 上からの申込を原則とさせて頂きます。本大会のホームページ（http : //www.godo-kyushu.jp）へア

クセスし、その指示に従ってください。web 登録の不可能な場合は、テキスト形式で下記の必要事項を記入の上、E-mail
アドレス（godo_kyushu@ml.nagasaki-u.ac.jp）へお送りください。申込み締切り後に、受理通知のメールをお送りしま
す。締切後、1 週間以内に通知がない場合は、お問い合わせください。
申込必要事項：1）希望分類番号、2）発表演題、3）研究者所属機関（略称）、4）研究者氏名（発表者の前に○印）、5）連絡先の

住所及び氏名（フリガナ）、6）電話番号、7）Fax 番号、8）E-mail アドレス、9）発表者の所属学協会（申込中を含む、複数
可）、10）発表者の学年・職及び年齢、11）外国人研究者ポスター発表の有無
なお、希望分類番号は下記のいずれかをご指定ください。

（1）物理化学、（2）分析化学、（3）無機化学、（4）電気化学、（5）有機化学、（6）高分子・繊維化学、（7）生物化学・農芸化
学、（8）化学工学
予稿原稿（約 800 字図表を含む）の執筆要項およびプログラムは、大会 HP で公開します。執筆要領に従って作成し、PDF
ファイルに変換したものを本大会のホームページ（http : //www.godo-kyushu.jp）に記載の方法で投稿してください。
なお、Web 上において電子ファイルによる投稿が不可能な場合は、印刷したものを下記宛先にご郵送ください。
予稿原稿の郵送先：〒852－8521 長崎市文教町 1－14 長崎大学大学院 工学研究科物質科学部門内 繊維学会西部支部

第 51 回化学関連支部合同九州大会実行委員会 担当小椎尾宛
参加登録費：参加費は無料。発表登録料として、ポスター発表 1 件につき 2,500 円（予稿集 1 冊含む）を当日受付にて徴収

します。発表者以外の参加者には予稿集を 1,500 円で当日販売します。
懇親会：17 : 30（予定）国際会議場 2F レストラン「パッソ」にて
会 費：一般 4,000 円、学生 1,500 円（当日徴収）。

外国人研究者の交流ポスター発表の方へ：発表申込要領は上記に従ってください（但し、申込必要事項欄の 11）をチェッ
クする必要あり）。英語で要旨をお書きください。また、本登録をされた外国人研究者は、該当セッションでの本発表と
外国人研究者交流ポスター発表セッションでの発表の 2 回の発表が必要となります。なお、今大会では外国人研究者交流
ポスター発表セッションでの優秀ポスター賞は選考致しません。
問合せ先：第 51 回化学関連支部合同九州大会実行委員会 代表世話人：小椎尾謙（事務局：E-mail : godo_kyushu@ml.

nagasaki-u.ac.jp,Phone&Fax : 095－819－2653）

特別講演・依頼講演会［順不同］
特別講演 繊維学会西部支部推薦

「溶融紡糸における結晶化促進効果を利用した繊維材料開発」 東工大院理工 鞠谷 雄士
依頼講演－1 日本農芸化学会西日本支部推薦

「ゲノム編集の新しい DNA/RNA 結合モジュール、PPR モチーフ」 九大院農 中村 崇裕
依頼講演－2 高分子学会九州支部推薦

「細胞治療のための高分子・ペプチド化学に基づく細胞表面の改変技術」 九大院工 森 健
依頼講演－3 繊維学会西部支部推薦

「生体膜機能を模倣した分離膜」 山口大院理工 比嘉 充
依頼講演－4 有機合成化学協会九州山口支部推薦

「非天然型キラル分子の化学」 九大先導研 友岡 克彦
依頼講演－5 日本化学会九州支部推薦

「金属ナノ微粒子の液相合成と応用」 九大先導研 辻 正治
依頼講演－6 化学工学会九州支部推薦

「酵素反応で重合したポリフェノールによる貴金属の回収」 佐賀大院工 川喜田英孝
依頼講演－7 電気化学会九州支部推薦「トラップ電子を利用した光機能性複合酸化物の研究」

産業技術総合研究所生産計測技術研究センター 秋山 守人
依頼講演－8 日本分析化学会九州支部推薦

「電気チップで癌を調べる：Electrochemical Telomerase Assay（ECTA）による口腔癌診断法の開発」
九工大院工 竹中 繁織
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信州大学 平成25年度博士課程教育
リーディングプログラム（オンリーワン型）
「ファイバールネッサンスを先導する
グローバルリーダーの養成」
国際ミニシンポジウム

日 時：平成26年 3 月 7 日㈮ 13 : 30～19 : 00（13 : 00 受付
開始）

場 所：ホテルニューオータニ（東京）ガーデンコート宴会
場階 アリエス

言 語：英語（同時通訳なし）
プログラム：
・Tacking Grand Challenges in the Textiles Complex-A

Collaborative Effort
ノースカロライナ州立大学 Prof. Harold S.Freeman

・Multifunctional Fiber Based Lightweight Construction
in Multi-material Design

ドレスデン工科大学 Prof. Chokri Cherif
・Functional and Smart-the Endless Search for perfect

Textiles 香港理工大学 Prof. John H.Xin
問合せ先：信州大学繊維学部「博士課程教育リーディング

プログラム」事務局 担当：森本
TEL : 0268－21－5309
E-mail : leading-fiber_j@shinshu-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

技術士（繊維）受験オープンセミナー

日 時：平成 26 年 3 月 15 日㈯ 13 : 30～15 : 30
場 所：大阪産業創造館 5 階 研修室 A/B（大阪市中央区

本町 1－4－5）
プログラム：

・技術士について
・先輩技術士から資格取得のメリット
・社内外の活用事例、合格への勉強方法の紹介
会 費：無料
申込み：FAX で、氏名、会社名、連絡先（住所・TEL）を

日本繊維技術士センター（JTCC）
オープンセミナー事務局まで
FAX : 06－6339－0337 期限：3 月 8 日㈯

――――――――――――――――――――――――――

TES（繊維製品品質管理士）受講講習会

大阪会場
日 時：平成 26 年 4 月 5 日～6 月 14 日（土曜日）

9 : 30～17 : 00 計 7 回
場 所：大阪産業創造館（大阪市中央区本町 1－4－5

TEL 06－6264－9800）

東京会場
日 時：平成 26 年 5 月 17 日～6 月 28 日（土曜日）

9 : 30～17 : 00 計 6 回
オプション：平成 7 月 5 日㈯9 : 30～17 : 00

事例解析・論文の個別面談指導
場 所：機械振興会館（港区芝公園 3－5－8

TEL 03－3434－8211）
名古屋会場
日 時：平成 26 年 4 月 5 日～6 月 7 日（土曜日）

9 : 30～16 : 50 計 7 回
場 所：ウインクあいち（愛知県産業労働センター）会議

室（名古屋市中村区名駅 4－4－38
TEL 052－571－6131）

福岡会場
日 時：平成 26 年 4 月 11 日～5 月 30 日（金曜日）

13 : 30～17 : 50 計 6 回
場 所：ibb 6 階（福岡市中央区天神 2－3－36

TEL 092－737－6360）
費用は全コース 52,500 円（但し、福岡会場は 42,000 円）

で、コース別の受講料も設定しています。
（東京のオプション：論文・事例解析の個別面談指導は、

模擬試験を受験した人が対象で、論文・事例解析それぞれ
2,500 円）

詳細は各会場担当支部にお問合せください。
大阪会場、福岡会場：

JTCC 本部（大阪）
TEL : 06－6339－1237 FAX : 06－6339－0337

東京会場：関東支部（東京）
TEL : 03－5643－5112 FAX : 03－5614－0103

名古屋会場：東海支部（名古屋）
TEL : 052－231－3043 FAX : 052－204－1469

詳細は JTCC ホームページをご参照ください。
ホームページ：http : //homepage3.nifty.com/jtcc/

――――――――――――――――――――――――――

14－1ポリマーフロンティア21

主 催：高分子学会 行事委員会
日 時：平成 26 年 4 月 11 日㈮ 10 : 20～17 : 30
場 所：東工大蔵前会館 ロイアルブルーホール（東京都

目黒区大岡山 2－12－1）
プログラム：

・放射性セシウムは水に溶けない！化学的な実態と高分
子材料を利用した除去の可能性、今後の対策

福島大共生システム理工 金澤 等
・シクロデキストリン材料を用いたオイル中の有害物質

の除去 阪大院工 木田 敏之
・放射線を活用した金属捕集材料の開発～環境浄化と資

源確保を目指して～ JAEA 瀬古 典明
・随伴水処理のための高性能濾過フィルター、オイル吸

着材の開発 物材機構 一ノ瀬 泉
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・逆浸透膜水処理における高分子の影響
栗田工業 川勝 孝博

・リグノセルロース系バイオマスからのバイオ燃料・バ
イオ化学品生産プロセスの開発

神戸大院工 近藤 昭彦
申込方法：学 会 ホ ー ム ペ ー ジ http : //www.spsj.or.jp/

entry/から登録、または下記 FAX 申込書にて
お申込みください。随時、参加証と請求書を送
付いたします。

――――――――――――――――――――――――――

文部科学省科学研究費新学術領域
「元素ブロック高分子材料の創出」

第4回公開シンポジウム

主 催：「元素ブロック高分子材料の創出」総括班
日 時：平成 26 年 4 月 23 日㈬ 12 : 55～18 : 00（12 : 00 受

付開始）
場 所：熊本市国際交流会館（熊本市中央区花畑町 4－18）
プログラム：

・金属酵素クラスター活性中心の化学：生物機能に挑戦
する科学研究への期待

特別講演 名古屋大学 巽 和行
・金属および半導体系元素ブロックによる光・電子材料

研究発表Ⅰ A01 班 渡辺 明
・シロキサン系元素ブロック材料の創製

研究発表Ⅱ A02 郡司天博
・高分子界面特性への元素ブロックの効果

研究発表Ⅲ A03 班 田中敬二
・元素ブロック共役高分子の不斉高次構造制御

研究発表Ⅳ A04 班 三田文雄
・ラジカル高分子の創製と電荷郵送および蓄電素子

特別講演 早稲田大学 西出宏之
詳細は、HP（http : //www.omtri.or.jp または http : //
element-block.org/）をご覧ください。

――――――――――――――――――――――――――

第19講 研究開発リーダー実務講座2014

主 催：近畿化学協会
日 時：平成26年 5 月21日㈬、6 月 4 日㈬、7 月 2 日㈬、

8 月 6 日㈬、9 月 3 日㈬、10月 1 日㈬の 全 6 回、
何れも 13 : 30～17 : 45

場 所：大阪科学技術センター 7 階 700 号室（大阪市西区
靭本町 1－8－4）

プログラム：
5 月21日 第 1 回 研究開発リーダーのあり方
6 月 4 日 第 2 回 新技術への果てしなき挑戦
7 月 2 日 第 3 回 事業創造～戦略と知財～
8 月 6 日 第 4 回 人材育成

9 月 3 日 第 5 回 事業と組織のマネージメント
10月 1 日 第 6 回 組織の変革・活性化
問合せ先：〒550－0004 大阪市西区靭本町 1－8－4 大阪科

学技術センター 6 階
一般社団法人 近畿化学協会
TEL : 06－6441－5531 E-mail : mail@kinka.or.jp
詳細はホームページをご覧ください。

――――――――――――――――――――――――――

第33回日本糖質学会年会予告

主 催：日本糖質学会
日 時：平成 26 年 8 月 10 日㈰～12 日㈫
場 所：名古屋大学豊田講堂（名古屋市千種区不老町）
討論主題：糖質、複合糖質に関する基礎研究や応用研究
内 容：公募型ワークショップ（8 件程度）

日本糖質学会奨励賞受賞講演（2 題）
一般講演とポスター発表

問合せ先：〒466－8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65
名古屋大学大学院医学系研究科
第 33 回日本糖質学会年会
世話人代表 古川鋼一
TEL : 052－744－2070
E-mail : koichi@med.nagoya-u.ac.jp

なお、詳細は、平成 26 年 2 月頃に学会ホームページ
（http : //www.jscr.gr.jp/）と年会専用ホームページ（現在
作成中）に掲載します。

――――――――――――――――――――――――――

第41回繊維加工シンポジウム
－－繊維加工の現況－－

主 催：繊維学会 繊維加工研究委員会
共 催：日本家政学会関東支部、日本繊維製品消費科学会
日 時：平成 26 年 3 月 19 日㈬ 10 : 30～16 : 00
場 所：昭和女子大学 大学 1 号館 6S08 教室

（東京都世田谷区太子堂 1－7、東急田園都市線
三軒茶屋駅から徒歩 8 分）

1 ．羊毛の防縮加工
大阪府立大学名誉教授 高岸 徹

生体由来物質である酵素には合成化学物質と異なる多
くの特徴があり、エコロジーの観点から関心がもたれ
ている。酵素の繊維染色加工における利用について概
説し、その問題点にも触れ、今後の展望について考え
たい。

2 ．わが社の防汚加工商品開発事例
－快適防汚素材 ダストップ SP について－

帝人フロンテイア㈱ 横山 智
帝人フロンティアで開発した防汚加工商品について試
験データを交えながら開発の経緯などについてご紹介。
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特に、ダストトップ SP は従来のポリエステル素材で
は難しかった吸水性と撥油性の相反する機能を併せ
持った新しい防汚素材である。

3 ．繊維用機能加工‐防汚加工の種類とメカニズム
日華化学㈱ 吉野 豪

各種防汚加工の概要、加工剤の種類、汚れ付着防止・
汚れ脱落のメカニズム、及び日華化学の防汚加工剤の
開発状況について、繊維に加工した各種試験データを
交えながらご紹介します。

4 ．繊維製品の防汚加工マーク制度について
（一社）繊維評価技術協議会 越智 清一

防汚性繊維製品の市場動向、基本付与技術、各種防汚
性試験方法の概要を紹介した上で、繊技協の機能性繊
維製品の最新マーク制度として防汚加工マーク制度の
開発経緯と認証基準について解説する。

会 費：繊維加工研究委員会委員：無料、繊維学会会員・
共催学会員：1,000 円、主催・共催学会員以外：
2,000 円、学生 500 円

申し込み：下記宛に氏名、所属、電話番号、FAX 番号を
記載の上、3 月 15 日㈯までに、葉書、FAX、
または E-mail でお申し込みください。

申し込み先：〒112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
日本女子大学家政学部被服学科 増子富美
FAX : 03－5981－3481
E-mail : fumimasuko@fc.jwu.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第7回日本化学連合シンポジウム
化学コミュニティのビジョンをとらえる
－－エネルギー戦略とコミュニケーション－－

主 催：（一社）日本化学連合
日 時：平成 26 年 3 月 17 日㈪ 13 : 00～19 : 00
場 所：日本化学会 化学会館 7 階ホール

（東京都千代田区神田駿河台 1－5）
プログラム：

第 1 部（13 : 00～14 : 40）
エネルギー安全保障戦略

日本エネルギー経済研究所 田中 伸男
シェール革命とは何か

石油天然ガス・金属鉱物資源機構 伊原 賢
シェールガスをはじめとする非在来型化石資源と今後
のエネルギー・化学

早稲田大学 関根 泰
第 2 部（14 : 55～17 : 00）

化学物質のリスクコミュニケーション
淑徳大学 北野 大

センスよくわかりやすい！研究者のためのビジュアル
デザイン 筑波大学 田中佐代子

表彰式「化学コミュニケーション賞 2013」
第 3 部 交流会（17 : 15～19 : 00）
参加費：無料（ただし、事前の参加登録が必要）
問合せ先：（一社）日本化学連合 事務局

第 7 回日本化学連合シンポジウム係
TEL : 03－3292－6010 E-mail : ohashi@jucst.org

編集委員会では、記事の最後に余白が生じた場合に、埋め草的に使用出来るコラム記
事、イラスト、写真等を募集しております。

原則的にモノクロで掲載させて頂き、謝礼はありませんが、御提供者名は掲載させて
頂きます。ご希望者は編集委員長または事務局までお知らせください。

「繊維と工業」編集委員会からのお願い
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平成 25年度繊維学会支部

一般社団法人 繊維学会研究委員会一覧

（平成 25 年 6 月 12 日現在）

（平成 25 年 6 月 12 日現在）

支 部 名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 正田晋一郎 〒980－8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6－6－11－514
東北大学大学院 工学研究科

022－795－7230
shoda@poly.che.tohoku.ac.jp

関 東 支 部 西松 豊典 〒386－8567 長野県上田市常田 3－15－1
信州大学 繊維学部

0268－21－5379
toyo@shinshu-u.ac.jp

東 海 支 部 田代 孝二 〒468－8511 名古屋市天白区久方 2－12－1
豊田工業大学大学院 工学研究科

052－809－1790
ktashiro@toyota-ti.ac.jp

北 陸 支 部 宮﨑 孝司 〒910－8507 福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科

0776－27－9993
k-miyaza@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 辻井 敬亘 〒611－0011 京都府宇治市五ケ庄
京都大学 化学研究所

0774－38－3162
tsujii@scl.kyoto-u.ac.jp

西 部 支 部 比嘉 充 〒755－8611 山口県宇部市常盤台 2－16－1
山口大学大学院 理工学研究科

0836－85－9203
mhiga@yamaguchi-u.ac.jp

研究委員会名 研究委員長名 〒 所 在 地 電 話

繊維基礎科学研究委員会 櫻井 伸一 606－8585 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 075－724－7864

染色研究委員会 濱田 州博 386－8567 長野県上田市常田 3－15－1
信州大学 繊維学部 0268－21－5411

繊維加工研究委員会 増子 富美 112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
日本女子大学 家政学部 03－5981－3481

感覚と計測研究委員会 西松 豊典 386－8567 長野県上田市常田 3－15－1
信州大学 繊維学部 0268－21－5379

被服科学研究委員会 城島栄一郎 191－8510 東京都日野市大坂上 4－1－1
実践女子大学 生活科学部 042－585－8897

紙・パルプ研究委員会 江前 敏晴 305－8572 茨城県つくば市天王台 1－1－1
筑波大学 環境材料科学研究室 029－853－4646

オプティックスとエレクトロニクス有機材
料研究委員会 小池 康博 223－8522 横浜市港北区日吉 3－14－1

慶應義塾大学 理工学部 045－566－1598

先端繊維素材研究委員会 村瀬 浩貴 520－0292 滋賀県大津市堅田 2－1－1
東洋紡株式会社 総合研究所 077－571－0035

研究委員会「感性研究フォーラム」 徳山 孝子 657－0015 神戸市灘区篠原伯母野山町 1－2－1
神戸松蔭女子学院大学 ファッション・ハウジングデザイン学科 078－882－8789

超臨界流体研究委員会 奥林 里子 606－8585 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 075－724－7367

ナノファイバー技術戦略研究委員会 松本 英俊 152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－27
東京工業大学大学院 理工学研究科 03－5734－3640

繊維若手研究委員会 宝田 亘 152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－32
東京工業大学大学院 理工学研究科 03－5734－3658
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